
参加
無料

医療機器開発の起点は臨床現場のニーズにあります。医療機器メーカー、ものづくり企業が
そのニーズに応えることにより、医工連携が始まります。大分大学 穴井博文先生からは企業
との共同開発の経験、同大学における臨床ニーズと企業のシーズとのマッチングの取り組みに
ついてお話しいただきます。八戸市立市民病院 野沢義則先生からは、臨床工学技士の立場か
ら同病院における医療機器の開発事例をご紹介いただきます。飯塚病院 井桁洋貴先生は、同
病院の「イノベーション推進本部」において、臨床現場の問題点の把握から医療スタッフとの
解決策の検討、企業との共同開発を含めた医療機器の改良・開発に取り組んでいます。地域の
医工連携の最新動向を学ぶ機会として、ぜひ、積極的にご活用ください。

東京都医工連携ＨＵＢ機構（運営委託機関：日本コンベンションサービス株式会社）

TEL: 03-5201-7321（平日9:00～17:00） Email: info@ikou-hub.tokyo
お問い合わせ先

開催日 5月22日（水）13：00～16：00
場 所 日本橋ライフサイエンスハブ

「COREDO室町3」8階 A会議室（東京都中央区日本橋室町1-5-5）

定 員 7０名 ※定員超過した場合、ＨＵＢ機構会員を優先いたします。

15:00-15:50 「民間病院における医工連携の仕組み作りと実践」（仮）

株式会社麻生飯塚病院 臨床工学部
イノベーション推進本部工房・知財管理室

井桁 洋貴 氏

13:00-14:00 「臨床現場発の医工連携の実践
～臨床、企業、行政の連携に向けて～」（仮）

プログラム

14:05-14:55 「臨床工学技士による地域の医工連携の活性化の取り組み」（仮）

15:50-16:00 情報交換

大分大学医学部附属臨床医工学センター 教授

穴井 博文 氏

野沢 義則 氏

八戸市立市民病院 臨床工学科 兼 医療安全管理室 技士長
一般社団法人 青森県臨床工学技士会 会長



5月22日（水）医工連携セミナー
参加申込書

お問い合わせ先
〒103-0023 東京都中央区日本橋本町2丁目3-11
日本橋ライフサイエンスビルディング603号室
東京都医工連携イノベーションセンター
運営業務受託：日本コンベンションサービス株式会社

電話: 03-5201-7321（平日9:00~17:00）
FAX: 03-5201-7322
Mail: info@ikou-hub.tokyo
URL: https://ikou-hub.tokyo/

会社・所属機関名 フリガナ

参加者名 フリガナ

属性
※一つをお選びください

□行政・公的機関 □臨床機関 □研究機関 □製販企業
□ものづくり企業 □コンサルティング □その他

TEL

Email

所属機関の住所

HUB機構への入会 □希望する □希望しない □すでに登録している

メルマガの登録 □希望する □希望しない □すでに登録している

■地下鉄銀座線・半蔵門線「三越前」駅 直結
■JR総武線快速「新日本橋」駅 直結

会場へのアクセス

東京メトロ
三越前駅

ＪＲ
日本橋駅

日本橋ライフ
サイエンスハブ

①FAX：03-5201-7322
②HPからのお申込み
https://ikou-hub.tokyo/event/

③メールでのお申込み
info@ikou-hub.tokyo

※申込が定員を超えた場合はお断りする場合があり
ます。お早目に申込いただきますようお願い致し
ます。

※お申込み受理後、確認メールをお送りします。届
かない場合は事務局にお問合せください。

お申込方法


